






















































































































































































































































































































 図－６  「研修の希望の有無」について
図－８  「出身ゼミ」について
????
・小学校の教師の多くは文系のゼミに所属し理科
教育のある分野の教育しか受けていない現状が容
易に想像できる。 
・理科を肯定的に受け止めている初任者の出身ゼ
ミを調べてみた。
・「理科」を「肯定的」に受け止めている国公立
の理系ゼミ出身者は全体の26％、「否定的」に受
け止めているのは9％。
・理系ゼミ出身者が肯定的に受け止めている者が
多いのは当然だが、理系ゼミ出身者の中にも1
割程度が「否定的」に受け止めている初任者の数
に少し驚いている。
　(図－9，10参照）
  
⑦「授業に当たっての障害はなんですか」
 「授業を進める上で困っていること」の質問につ
いては、76%が「知識技能不足」、71%が「準備
後片付けの時間不足」をあげている。
また28%が「研修機会の不足」をあげていた。
  (図－１１参照）
・困っていることの第一位に「知識・経験不足」
をあげている。
・高校での履修の偏り、大学の教育課程の不十分
さが、小学校教師として求められる理科の知識技
能の不十分さが容易に想像できる。
・「実験」の科目がなく、ガスバーナーやアルコ
ールランプに触れることもなく卒業し、不安な気
持ちを抱いて授業に臨んでいる教師もいるであろ
う。
・新学習指導要領により、新しく教材に組み込ま
れた、手回し発電機やコンデンサーなど一度も目
にしたり、触れたりしたことのない先生方が電気
の学習で苦労している姿が目に浮かぶ。
・また第2位に取り上げた「準備や後始末の時間
不足」も十分に理解できる。
・今回の指導要領の改訂は児童の授業数も大幅に
増加した。一方労働関係の問題から先生方の勤務
時間が減らされている。
・学校現場では必要な会議を設定する時間もまま
ならないと聞く。
・大切な予備実験、教材開発の時間は勤務時間に
は設定できない現状がある。
・準備や後片付けを支援するための補助員なども
配置されているが現場のニーズに答えられるくら
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図－９　「理科を否定的に受け止めている学生
の出身ゼミ」について
図－１０　理科を肯定的に受け止めている学
生の出身ゼミ」について
図－１１　「理科の授業で困っていること」に
ついて
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いの数が満たされているわけではない。
４　考察
○「若い教師は理科を嫌っているのか」について
・想定していたよりは、初任者の先生方は「理
科」を肯定的に受け止めていることに安心した。
ただ、知識や技能について十分身についていない
と自覚し、指導に不安を抱いている。
・様々な社会情勢により女性教師の割合が増える
ことが予想される。
・理科嫌いの教師が増える要因に理科に対する性
差の問題が影響していると予想していたがそれほ
どの影響を与える問題ではないことがわかった。
○「理科の指導への不安感」について
・指導するにあたって「物理領域」について不安
を抱いている。「物理領域」については、高校で
も大学でも学ぶ機会がなかったことに起因するの
であろう。
○「養成機関の課題」について
・文系の学科学部を卒業し教師に採用されている
ものがほとんどである。通信教育で教員免許を取
得し教員になっている教師も年々増加していると
聞く。
・教員養成課程で理系のものは中学校や高校の教
師の道を選択していく。
・教員養成の枠を拡大したことは後発の文系の私
立大学に解説された学科の理科教育に関するス
タッフや施設も十分な状況でないことが推測され
る。
・今後も文系の学部、学科を卒業し教師の世界に
入っていくものが増加することは確実である。予
算面、施設面で難しいが、理科教育に関する大学
の教育課程の改善は急務である。
○「現職教員の研修」について
・28％の先生方が研修の充実を望んでいる。
それは領域にかかわらず望んでいる。自信をもっ
て理科の授業に臨みたい先生方の切実な願いでも
ある。
・委員会は年齢ごと、教科ごと先生方のにニーズ
に応えた研修を設定しているといっている。しか
し現場には先生方が気楽に研修を受講できる環境
にない。日常の理科の授業の準備の時間さえとれ
ない多忙な状況は結果的に受講できない。
・必要な研修に気軽に参加できる環境作りの努力
が求められている。
５　まとめ
・子どもたちの理科離れが話題になって久しい。
その議論のなかで若者の科学離れ、そして教師の
理科離れも話題になってきている。
・今回の調査では理科が好きだが、知識や技術の
未熟さを自覚し、指導に一抹の不安を抱いてる若
い教師の姿が浮き彫りになった。
・大学入試制度に関わる高校の履修科目の問題は
さておき、文系学部で学ぶ学生たちの「理科」の
履修のあり方について考えていく必要を改めて感
じた。
・また、現場での研修についても、若い教師の実
情を把握したうえで実施してほしい。そこでは、
教育委員会と教員養成学部との連携も必要になっ
てくるだろう。「教師の理科離れ」を払拭するた
めにも喫緊の課題である。さらにいわせてもらえ
れば人的拡充を基本に、先生方が「研修」を受け
て教師力を伸ばしたいと考えたとき気楽に研修を
受講することができる教育環境整備も大切になっ
てくる。
・このレポートをまとめながらこれらの課題を解
決する一つの方策として小学校段階での制度的な
理科専科の導入を考えてみた。文系の大学の教育
内容、教員の研修の現状を考えたとき、ますます
理科を苦手とする教師が増えてくるのではない
か。学校現場はきわめて多忙である。これ以上の
負担を先生方に強いるのは酷である。
狩野克彦????
　実際、大規模校では教科担任制を一部取り入れ
教育効果を上げている学校もある。
　しかし、理科は自然を媒体として教師と児童ら
が心を交流できる教科である。できれば担任が理
科を指導してほしい気持ちは強い。
　今回の調査で一番うれしく感じたことは、多く
の先生方は理科が好きであったことである。
※参考文献
狩野克彦（2009）理科離れ再考その１　
－児童教育学科学生の「意識調査」から見
えてくるもの－
発達科学研究第9号（2009）
板倉聖宣他　理科離れの真相
朝日新聞社　1996年 3月
佐々木　信雄　２００８　危機に瀕する理科教育
－「理科嫌い・理科離れ」の原因はどこに
あるのか　岐阜教育大学教師教育研究
竹本　信雄　１９９６　研究協議会資料「理科離
れと理科教育」－理科離れをどう捉え、ど
う対処するか－　茨城県立小瀬高等学校
内外教育２００８．１２付け12号　2008年度小
学校理科教育実態調査報告
武田明子　２００７年度理科教育学会紀要　小学
校教員における理科教育に関する世代間の
意識の違い
理科離れ再考３ ????
